

































































































































子どもの年齢 保育士：子ども 子どもの年齢 保育士：子ども
0～ 2歳 1：4 0歳 1：3
0～ 3歳 1：5 1歳 l：6
2歳～3歳 1：6 2歳 1：6
2歳半～3歳 1：8 3歳 1:20















































































































Ⅳ運営 1運営と支援 4 Ⅳ運営管理 1基本方針
2組織運営
3守秘義務の遵守
4情報提供・保護
者の意見の反映
5安全・衛生管理
?????
計35 計52
オーストラリア・ヴィクトリア州の保育事情（伊東）
centre(保育園）を経営し、北米や中東、さらに日本にまで急激に世界展
開を推し進めてきたABCラーニングセンターである。この保育施設が
2007年の暮れから経営困難に陥り、2008年11月に管財人の手に渡ることに
なった。この保育園は、オーストラリア国内において約10万人の子どもた
ちを保育していた（オーストラリア全土の保育園の1／4を有していた）
ため、オーストラリア国内の慢性的な保育園不足の中で、この保育施設の
倒産は国民生活に甚大な影響を及ぼすことが心配されている。
この件に関連し、今後のlongdaycarecentre(保育園）の課題につい
てリサの意見を求めた。「ロングデイケアセンターは昔は子どもを愛して
その安全を守る所であった。それに対して今、政府が求めているのは読み・
書きなどのスキルの教育である。オーストラリアでは生後6週間から預け
ることができるうえ、母親が希望すれば朝6時半から午後6時半までの保
育が可能である。事実、早朝子どもを預け、閉園時間ぎりぎりに迎え、マ
クドナルドなどで夕食を済ませて帰宅するケースを目にするが、これは子
どもの成長に何らかのマイナスをもたらすだろう。ABCチャイルドケア
センターはこうした親のニーズまで
取り込み、その結果大きくなりすぎ
た。そして質の低下を招いた。今回
の破綻からもわかるように、ロング
デイケアセンターは、まずは子ども
たちひとりひとりに行き届く深い愛
情が保障される場でなければならな
い｡」
(30）
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オーストラリアの社会保障
①出産給付(MaternityPayment)
オーストラリアでは、2004年7月から出産に伴う経済的負担を支援する
ために、それまでの出産手当(MaternityAllowance)やベビー ボー ナス
(BabyBonus)を統合し、新たに出産給付(MaternityPayment)を支
給しはじめた。これは所得水準に関係なく、出産があったすべての家族が
対象となっており、2004年の支給開始当時の給付額は3,000オーストラリ
アドル（約195,000円2008.12月現在）であった。年毎に引き上げられ、
2008年には5,000オー ストラリアドル（約325,000円2008.12月現在）に
なっている。この制度は少子化対策として功を奏し、オーストラリアでは
この法律制定以降の出生率は上昇した。ちなみにオーストラリアの育児休
暇は52週間で、その間は無給である。
②保育サー ビス費用を援助するシステム(ChildCareBenefit)
連邦政府が運営する保育給付(ChildCareBenefit)は、保育サー ビス
を受ける子どものいる家庭に対する所得保障制度である。給付は、連邦政
府や州政が、自治体・民間団体・企業等が運営する保育所(Longday
carecenters)や、一時託児所(Occasionalcareservices)の保育サー ビ
ス供給者に対して保育援助金を支給する形か、保育（児童を含む）サービ
スを必要とする親に対して財政年度の終わりに一括で現金給付を行ういず
れかの形をとっている。前者の場合、保育援助金は政府と園の間で手続き
が行われるので親は園に対して、差額を支払えばよいことになっている。
給付額は家族の所得に応じて決定される。このようにChildCareBenefit
は所得による違いはあるが、平均的な家庭の未就学児童の場合、週50時間
ケアで148オー ストラリアドル（約9,620円）が支給されている(旅3)。ちな
みにヴィクトリア州のチャイルドケアセンターは一人の子どもの保育にか
(〃）
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かる保育単価が月額約12万円であるが、この額の大部分はChildCare
Benefitはじめ公的に補助される。リサ曰く、「オーストラリアの女性の
収入は一般的に高く、政府も援助しているので、保育料に関しては多くの
家庭は心配しなくても済んでいる」とのこと。
保育園の紫外線対策
オーストラリアの紫外線は日本の6倍といわれている。紫外線対策の必
要性は国民に広く普及している。日中外で過ごす時間の多い子どもたちを、
紫外線から守るために保育施設では「サン・スマート(SunSmart)」プ
ログラムが徹底されている。サン・スマートプログラムとは、紫外線防止
対策のことで、その指導には具体的なスローガンが掲げられている。プロ
グラム開始当時の1980年のスローガンは「スリップ・スロップ・スラップ
(slipslopslap)」であったが、最近はサングラスの使用の重要性も加え
られて「スリップ・スロップ・スラップ・ラップ(slipslopslap+wrap)」
になりつつある。
長そでのシャツを着よう!(sliponalongsleevedshirt)
日焼け止めを塗ろう!(sloponsomesunblock)
帽子をかぶろう!(slaponahatthatwillshadeyourneck)
サングラスをかけよう!(wraponsomesunglasses)
このように、オーストラリアの子どもたちが外へ出るときの注意事項と
して指導されている。
このようなスローガンの徹底とともに、帽子をかぶらなければ屋外で遊
ぶことを禁じたり、外出時には日焼け止めを塗ることを義務づけている。
そのため各クラスにはサンスクリーンが常備されている。また砂場や屋外
の遊具、廊下は紫外線防止の屋根やタープで覆われている。
(32）
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サン・スマートプログラムの表示 園庭を覆うタープ
まとめ
オーストラリアの保育事情や子どもの育つ環境を実際に見ながら、最初
に感じたことはまず、日本との相違点であった。たとえば商業主義的な規
制なく親しめる豊かな自然や、スイミング・ラグーンなどの施設へのアク
セスの容易さである｡また、親の保育施設の利用の仕方からは、日本では
当たり前である集団の中での個の育ち、という意識があまり存在していな
い点である。
しかしリサの話を聞くうちに、相違点以上に日本との類似点が多く存在
することに気づき、遠く8,000キロ離れた大陸に住む母親や子どもたちに、
言葉にできない親近感を覚えた。オーストラリアにおいては、今まさに女
性の社会進出に伴う保育需要の高まりを実感した。地域によっては日本の
都市部にみられる待機児童に似た問題も生じ始めているという。こうした
社会情勢を背景に、拡大路線で多角経営をしてきた巨大保育施設が破綻し、
子どもの行き場を失った親の不安も肌で感じた。また家庭での子育てを保
育施設に肩代わりせざるを得ない母親の問題も耳にした。こうした中、政
府と保育にかかわる人々が、すべての子どもたちの発達を守るために、親
の子育てと、保育の質の保障を意識し、その具体的内容を模索していた。
(認）
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昨今わが国の新聞紙上には「保育園民営化混乱の現場」の文字が並んで
いる。
自国の優れた点を自覚しつつ、広い視野を持ち、子どもの発達保障のた
めによりよい保育の方策を見つける努力を行いたいものである。
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